
「よいしょー！」の掛け声でぺったんこ
12月18日、ふじの花保育園で園児たちが餅つきを行いました。園児たちは、杵

きね

と臼を
使って一生懸命ついたお餅にきな粉を付けて、口いっぱいにほおばっていました。

M
arch
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藤
枝
市
長
　

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
と
も
に
、
暮
ら
し
の
面
で
は
、

皆
さ
ん
の
生
活
の
基
本
と
な
る
分
野
で
あ
る
４
Ｋ
施
策
（
健

康
・
教
育
・
環
境
・
危
機
管
理
）
の
推
進
に
重
点
的
に
力
を

注
い
で
お
り
、
特
に
“
健
康
・
予
防
日
本
一
”
を
目
指
し
た

取
り
組
み
は
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
施
策
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る

と
と
も
に
、
国
全
体
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
地
方
創
生
に
も 

知
恵
と
工
夫
で
積
極
果
敢
に
取
り
組
ん
で
、
元
気
・
活
力
が
湧 

き
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
藤
枝
を
全
国
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
も
多
く
の
人
を
引
き
つ
け
て
や
ま
な
い
「
元
気
な
ま

ち
藤
枝
」、
そ
し
て
「
選
ば
れ
る
ま
ち
藤
枝
」
を
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新
し
い
年
が
活
力
に
あ
ふ
れ
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
春
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

し
い
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
ど
ん

な
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
大
き
な
夢

と
新
た
な
決
意
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、
良
き
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
、
藤
枝
を
ど
ん
な
ま
ち
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
か
。

藤
枝
の
特
徴
は
“
ほ
ど
よ
く
都
会 
ほ
ど
よ
く
田
舎
”。
ま

ち
と
里
、
両
方
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
整
備
さ
れ
、
環
境
の
良
い

住
み
や
す
い
都
市
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

市
の
拠
点
で
あ
る
藤
枝
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
は
に
ぎ
わ

い
が
あ
ふ
れ
、
今
や
志
太
榛
原
地
域
の
生
活
・
交
流
都
心
に

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
南
部
地
域
で
は
志
太
中
央
幹
線
が

一
部
開
通
し
、
来
年
３
月
に
は
待
望
の
東
名
高
速
道
路
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
開
設
。
東
部
地
域
で
は
水
守

土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
成
し
、
主
要
地
方
道
焼
津
森
線
の

４
車
線
化
に
よ
り
広
域
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
中
心
部
で
は
蓮
華
寺
池
公
園
整
備
事
業
と
し
て
、

隣
接
す
る
第
２
駐
車
場
内
（
藤
枝
西
高
校
跡
地
）
で
整
備
を

進
め
て
お
り
、
岡
部
地
域
で
は
歴
史
と
文
化
が
漂
う
街
並
み

が
、
北
部
地
域
で
は
豊
か
な
自
然
と
さ
ま
ざ
ま
な
活
性
化
施

設
が
、
人
々
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
本
市
で
は
、
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
の
活
性

化
と
と
も
に
、
地
域
の
個
性
や
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
市
全
体
の
活
力

が
確
実
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

新

年頭のごあいさつ
New Year's greetings 2015

この太陽、そして空のように
輝き、広がる未来へ ――
藤枝市は歩み続ける

蓮華寺池公園富士見平から望む日の出
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地
域
の
気
候
・
土
壌
な
ど
の
自
然
条
件

や
、
歴
史
・
文
化
は
、
そ
の
地
域
に
し
か

な
い
独
自
の
も
の
で
す
。

そ
の
中
で
育
ま
れ
た
農
産
物
や
加
工
品
、

伝
統
工
芸
と
い
っ
た
地
場
産
品
は
皆
、
そ

の
地
域
「
ら
し
さ
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
「
ら
し
さ
」
を
生
か
し
て
地
場
産

品
に
新
た
な
価
値
を
与
え
る
地
域
ブ
ラ
ン

ド
事
業
が
全
国
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

藤
枝
で
作
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
場
産

品
の
中
か
ら
、
藤
枝
を
代
表
す
る
商
品
を

認
定
し
、「
藤
枝
」
の
名
前
を
全
国
に
発

信
す
る
た
め
に
、
本
年
度
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
の
が
「
藤
枝
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
す
。

す
る
商
品
と
認
め
る
も
の
を
選
び
ま
し
た
。

審
査
は
ま
ず
、
１
次
産
品
（
農
産
物
）、

２
次
産
品
（
加
工
品
・
工
芸
品
な
ど
）、

６
次
産
品
（
農
商
工
連
携
な
ど
に
よ
り
開

発
さ
れ
た
商
品
な
ど
）
の
３
つ
の
専
門
部

会
に
よ
り
実
施
。
そ
の
後
、
有
識
者
で
構

成
す
る
「
藤
枝
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
」

に
よ
り
審
査
が
行
わ
れ
、
総
合
評
価
を
行

い
ま
し
た
。

商
品
の
旬
の
時
期
を
考
慮
し
て
、
開
催

時
期
を
分
け
て
行
っ
た
審
査
会
に
は
、
農

産
品
や
加
工
品
な
ど
76
点
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

特
別
審
査
員
に
は
、
地
元
料
理
人
や
流

通
関
係
者
、
高
校
・
大
学
生
の
ほ
か
、
本

市
出
身
で
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
名
波

浩
さ
ん
も
名
を
連
ね
ま
し
た
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
取
り
組
む
と

き
、
そ
の
商
品
が
地
域
に
根
付
い
て
い

る
こ
と
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
重
要
な
の
は
、
そ
れ
ら
の
商

品
を
「
い
か
に
売
る
か
」
と
い
う
こ
と

と
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
を
裏
切
ら
な
い

「
品
質
管
理
・
ブ
ラ
ン
ド
管
理
」
に
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

認
定
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
、

来
年
度
は
販
売
戦
略
に
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
市
外
に
対
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
る
よ
う
に
、
市
内
で
の
販
路
拡
大
や

Ｐ
Ｒ
も
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

今
回
選
ば
れ
た
商
品
は
、
す
べ
て
自

信
を
持
っ
て
藤
枝
の
名
前
と
共
に
お
す

す
め
で
き
る
も
の
ば
か
り
。
手
に
取
っ

た
人
に
「
藤
枝
と
い
え
ば
こ
れ
だ
よ

ね
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
商
品

に
育
っ
て
い
く
よ
う
に
、
関
係
団
体
な

ど
と
一
丸
と
な
っ
て
、
市
を
挙
げ
た
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

笑
顔
に
な
る
。
元
気
に
な
る
。

藤
枝
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

藤枝市が自信を持っておすすめする商
品「藤枝セレクション」。審査会を経て、
11の商品（ベストイレブン）が選ばれ
ました。
どれも藤枝を代表する商品として、多

くの皆さんに愛されています。
自慢の商品を全国に向けてPRし、藤

枝を発信していく取り組みを紹介します。
問産業政策課　☎643・3165

「
ら
し
さ
」
を
売
り
に

「
藤
枝
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
な
る
商
品

に
強
く
求
め
た
こ
と
は
次
の
３
つ
で
す
。

①
商
品
か
ら
藤
枝
を
記
憶
に
留
め
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
、
市
民
に
愛
さ
れ
る
こ
と

②
誰
も
が
安
心
し
て
使
用
で
き
る
、
安
全

で
優
れ
た
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と

③
作
り
手
に
「
こ
だ
わ
り
」
と
「
使
う
人

へ
の
思
い
」
が
あ
る
こ
と

こ
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
満
た
す
商

品
を
広
く
公
募
し
、
誰
も
が
藤
枝
を
代
表

全
国
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
事
業
を
見
る
と
、

マ
ー
ク
を
付
け
た
り
、
認
定
を
し
た
り
す

る
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

「
藤
枝
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
は
、
ま
ず
市

を
挙
げ
て
そ
の
商
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
体
制
を

構
築
し
ま
し
た
。
３
年
間
の
期
限
付
き
で

認
証
し
、
品
質
や
生
産
量
が
安
定
し
て
い

る
か
な
ど
の
状
況
を
把
握
。
生
産
体
制
や

顧
客
管
理
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
析
ま
で

支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
友
好
交
流
を
行
う
都
市
を
中
心

に
商
談
を
行
い
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
海

外
へ
の
販
路
の
拡
大
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。

藤
枝
か
ら
全
国
、
そ
し
て
世
界
へ

「藤枝抹茶ジェラート」は、平成22年の開店当時には誕生し
ていました。藤枝の抹茶の良さを知っていただくには、火を入
れたり、長く置いておくような商品ではなく、冷たくて、すぐ
に召し上がっていただくようなお菓子が一番良いと思い、ジェ
ラートを開発しました。
この商品は、地元の人に愛されるように、地元のものを使っ

ています。そして、抹茶やお茶の良さを伝えていきたいという
思いの結晶でもあります。
藤枝セレクションプレミアムに輝いた『№７』は、藤枝発の「世

界で一番濃い抹茶ジェラート」です。この商品を『藤枝』の名
と共に全国に発信して、「藤枝ここにあり」と思っていただき
たいですね。

３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
選
定

産業政策課主幹
田中章元

静
岡
抹
茶
ス
イ
ー
ツ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

な
な
や
（
丸
七
製
茶
㈱
）

代
表
取
締
役
社
長　

鈴
木
成し

げ

彦ひ
こ

さ
ん

商品への『こだわり』と“思い”
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藤枝かおり

【藤枝市茶商工業協同組合】

藤枝抹茶ジェラート プレミアム№７

【静岡抹茶スイーツファクトリーななや】

朝比奈玉露

【岡部茶商】

選ばれたベストイレブン

藤枝セレクションの紹介

藤枝セレクションプレミアム
認定された商品の中でも、もっと
も優れた商品に与えられる称号

はちみつ

【静岡県養蜂協会志太支部】
志太地区のはちみつ農家が、丁寧
に採取した『はちみつ』です。
レンゲ・みかん・クロガネモチな
ど、ざまざまな味が楽しめます。
問同事務局（農林課内）

　☎643･3266

サッカーエース最
も

中
な か

【フォンテーヌ府中屋、甘栄堂】
昭和32年、藤枝が国民体育大会
のサッカー開催地に選ばれたことを
記念して誕生した、サッカーのまち
ならではのお菓子です。
問フォンテーヌ府中屋　☎641･0359
　甘栄堂　☎643･2517

総桐 整理タンス・一筆文庫箱

【横山タンス店】
国産桐のタンスは、民芸調の伊

だ

達
て

金具を使用。使い込むほどに木目が
引き立ち、味わいが出てきます。
はがきやぺンなどを整理する一筆
文庫箱も手元に置いておきたい逸品。
問横山タンス店　☎641･3580

藤の花蒔絵風万年毛筆
藤・富士山・茶畑蒔絵風多機能ボールペン

【㈱藤枝事務器商会】
藤枝市のシンボルである藤の花の
絵を軸にあしらい、蒔絵風の色彩と
光沢感のある艶

つや

で藤の美しさを表現
しています。
贈答用に最適な桐箱入りです。
問㈱藤枝事務器商会　☎645･1997

おたけせんべい

【㈲おたけせんべい本舗】
創業者である天野たけさん(おた
けさん)が、近所の庭に咲く梅をヒ
ントに、梅の花をかたどったせんべ
い。古くから名物として有名です。
問㈲おたけせんべい本舗

☎641･0979

藤里梨

【藤枝市梨業振興会】
志太は古くからナシの名産地。生
産者の皆さんが品種改良を重ね、果
実が柔らかくみずみずしい、糖度の
高いナシ『藤

ふじ

里
さと

梨
なし

』ができました。
問同事務局（農林課内）

☎643･3266

facute HONEY（ファキュッテ　ハニー）

【A-farm】
藤枝で栽培されたカシスを、良質な藤枝産のはちみ
つにじっくり漬け込んでできました。カシスの甘酸っ
ぱさが印象的な、後味すっきりなはちみつです。
ふじのくに新商品セレクション2013金賞受賞。
問A-farm　☎080･1563･9227

藤枝四傑

【市内４蔵元】
『藤枝四傑』は、志太泉・初亀・杉錦・喜

き

久
く

醉
よい

とい
う藤枝が全国に誇る4つの蔵の日本酒です。良質な水
が豊富な藤枝の日本酒は、全国でも高い評価を受けて
います。日本酒通も納得のお酒です。
問商業観光課　☎643･3078

日本三大玉露産地の一つに数えられる岡部町の朝比
奈地区。茶畑にコモをかけて、太陽光を遮断し、ひと
手間掛けて大事に育てられる『玉露』は、最高級のお
茶にふさわしい、極上の味わいです。
問岡部茶商　☎667･3633

香りの高い「印
いん

雑
ざつ

131」を上品な香りに変え、渋
みを抑える「やぶきた」と交配させて誕生した『藤枝
かおり』。一口飲んだときの、口の中に広がるジャス
ミンのような香りと、まろやかな味わいが特徴です。
問藤枝市茶商工業協同組合　☎641･4173

抹茶の味を存分に生かした「ななや」の『藤枝抹茶ジェラー
ト』は、抹茶の濃さによってNo.1 ～ 7に分けられているので、
自分の好みに合わせて味を選ぶことができます。
「抹茶使用量は世界で一番」をうたうプレミアムNo.7は、
限定販売で品薄状態が続くほどの大人気商品。芳醇な抹茶の
香りを楽しめる逸品です。
問ななや藤枝店（丸七製茶㈱）　☎646･7783

選ばれた商品は、「サッカーのまち」にちなんで11点。皆さんおなじみのもので、愛
着がある人も多いのではないでしょうか。
藤枝を代表する「ベストイレブン」として、お知り合いにも、ぜひ、おすすめください。

藤枝セレクション
藤枝の名産品のベスト11に認定さ
れた商品に与えられる称号
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藤の里ニュースネットワークは、市政の動き
を分かりやすくお知らせするコーナーです。

ネットワークニュース

Jan.

藤の里

Fujieda City News

桜井副市長退任に伴い、栗田 前総務部長が副市長に就任

　12月31日をもって退任した桜井幹夫副市長の後任として栗田隆
たか

生
お

 前総務部長の

選任が市議会11月定例会で同意され、１月１日付で就任しました。

12月14日、衆議院の解散に伴う衆議院議員総選挙が行われました。本市における衆議院小選挙区および比
例代表選出議員選挙と最高裁判所裁判官国民審査の開票の結果は、次のとおりです。

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査の開票結果
問市選挙管理委員会　☎643･3818

健康指標が県内トップ～“健康・予防”の取り組みの成果～
問健康企画課　☎645･1113

政党名
（届出順） 市内の得票数 東海ブロックの

得票数
幸 福 実 現 党 374 41,429
社 会 民 主 党 1,026 128,131
維 新 の 党 8,674 964,240
次 世 代 の 党 1,289 147,080
日 本 共 産 党 6,868 618,695
公 明 党 8,034 804,089
生 活 の 党 968 106,346
民 主 党 14,698 1,491,764
自 由 民 主 党 22,847 2,147,672

衆議院比例代表選出議員選挙の開票結果

平
成
20
年
10
月
に
就
任
以
来
６

年
余
り
、
北
村
市
長
の
補
佐
役
と

し
て
、
施
政
方
針
で
あ
る
「
元
気

な
ま
ち
藤
枝
」、「
選
ば
れ
る
ま
ち

藤
枝
」
の
実
現
を
目
指
し
て
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
間
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の

温
か
な
ご
指
導
と
ご
厚
情
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
47
年
に
奉
職
以
来
、

40
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、
藤
枝

市
政
の
発
展
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
こ
と
を
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。今

後
は
、
藤
枝
市
の
さ
ら
な
る

発
展
を
願
い
、
一
市
民
と
し
て
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
祈
念
し
、
退
任
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前副市長
桜井 幹夫

こ
の
た
び
、
副
市
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で

あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
職
務
の
重

大
さ
と
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
藤
枝
市
職
員
と
し

て
培
っ
た
30
数
年
の
経
験
を
生
か

し
、
多
様
化
す
る
市
政
の
課
題
に

一
つ
一
つ
向
き
合
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
に

よ
り
信
頼
さ
れ
る
質
の
高
い
市
政

経
営
が
で
き
る
よ
う
、
北
村
市
長

を
補
佐
し
、
精
一
杯
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

藤
枝
市
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
元

気
に
な
れ
る
よ
う
、
職
員
と
と
も

に
考
え
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
手
を

携
え
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
指

導
と
ご
鞭べ

ん

撻た
つ

を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 副市長

栗田 隆生

候補者名
(届出順、敬称略) 政党 市内の

得票数 総得票数

松 尾 つ と む 民 主 党 20,143 63,078

当 井林たつのり 自由民主党 37,053 129,311

よ つ や 恵 日本共産党 7,581 23,340

衆議院小選挙区選出議員選挙の開票結果

裁判官名
（敬称略）

罷免を可とする
票数

罷免を可としない
票数

鬼 丸 か お る 5,271 58,381

木 内 道
みち

祥
よし

5,265 58,387

池 上 政 幸 5,278 58,374

山 本 庸
つね

幸
ゆき

4,588 59,064

山 﨑 敏 充 5,025 58,627

最高裁判所裁判官国民審査の開票結果

衆議院小選挙区選出議員選挙の投票結果
当日有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（％）

118,829 66,666 56.10

特定健診やがん検診の受診率が高く、後期高齢者医療費
が県内の市で最も低い本市。県内の市町別の健康状態を示
した「平成24年度特定健診・特定保健指導に係る健診等
データ報告書」では、高血圧、糖尿病、脂質異常などのすべ
ての項目で良好なのは本市のみでした。また、メタボ該当
者の割合は３年連続で最も少ない市となっています。
本市では「健康・予防日本一」を目指して、市民の皆さ
んの健康づくりを応援するプロジェクトを実施し、国内外
から高い評価を受けています。

ウォーキングやランニングの距離 

に応じて東海道五十三次のコース

をたどり、全長495.5㎞の完歩を目

指します。東海道だけでなく、全国

の旅マップを用意。日常生活で楽

しく運動ができます。

バーチャル
東海道の旅

楽・癒・美・食・鍛を切り口に、 

市内の20カ所を「健康スポット」 

としてマップで

紹介。地域の宝

を生かしながら、

市民の健康づく

りと地域のにぎ

わいづくりにつ

なげています。

運動・食事などの「健康づくり活動」 

を４週間実践してポイントを貯めま 

す。100ポイント貯めると、県内の 

約700店舗でお得なサービスが受けら 

れる「ふじのくに健康いきいきカー 

ド」（１年間有効） 

がもらえます。 

便利なWeb版も 

あります。

ふじえだ
健康マイレージ

ふじえだ
健康スポット20選

お
得

平成22年度 平成23年度 平成24年度

１位 藤枝市 10.88% 藤枝市 11.73% 藤枝市 11.71%

２位 菊川市 12.61% 掛川市 12.64% 掛川市 12.03%

３位 磐田市 12.83% 磐田市 12.85% 磐田市 12.13%

※県・県総合健康センター「平成24年度特定健診・特定保健
指導に係る健診等データ報告書」を基に算出

県内のメタボ該当者の割合が少ない市

補正予算などを可決～市議会11月定例会～ 問議会事務局　☎643･3552

市
議
会
11
月
定
例
会
は
、
11
月

21
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
の
28
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
平
成
26
年
度
の

一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
20
議
案
お
よ
び
人

事
案
件
３
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず

れ
も
可
決
・
同
意
・
適
当
と
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
「
農
業
委
員
会
に
関
す
る

改
革
」
に
慎
重
な
対
応
を
求
め
る

意
見
書
な
ど
、
議
員
に
よ
る
発
議

案
２
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
所
得
税
法
第
56
条
の
廃

止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願
な
ど
請
願
２
件
は
、
い
ず

れ
も
不
採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

巡
る

歩
く
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情報 ファイルi
藤枝市役所
〒426-8722
藤枝市岡出山一丁目11番１号
☎643･3111
643･3604
http://www.city.fujieda.shizuoka.jp/

ビジネスセミナー
「創業に関するお金のこと あれこれ」
問藤枝エコノミックガーデニング支援センター　☎637･9008

募

集

対象／創業・第二創業（既存事業の業態変更
や新事業への進出）を考えている人、補助
制度を活用したい人
とき／１月30日㈮午後６時～７時20分
ところ／駅南図書館
内容／創業に関するお金の話や、利用できる
補助制度、経営相談窓口の紹介
講師／横溝秀樹さん（日本政策金融公庫）、
住川順一さん（県よろず支援拠点コーディ
ネーター）
定員／20人（申込順）　参加料／無料
申し込み／１月29日㈭までに、電話またはＥ
メールに、氏名・年齢・事業所名・電話番
号を記入し、藤枝エコノミックガーデニン
グ支援センター「エフドア」へ
　 egfujieda@yahoo.co.jp
※詳しくは、ホームページをご覧ください。
　 http://fujieda-eg.jp/

住宅借入金等特別控除申告相談会
問藤枝税務署　☎641･0680

教育ローン 市の計画に対する意見（パブリックコメント）募集

対象／平成26年中に住宅を新築・購入または増改築
をした人で、返済期間が10年以上の住宅ローンを
利用している給与所得者
とき／２月３日㈫・４日㈬　午前９時30分～午後３ 
時30分

ところ／生涯学習センター　
持ち物／
　・平成26年分給与所得の源泉徴収票（原本）
　・法務局が発行した家屋の登記事項証明書（原本）
　・工事請負契約書または家屋の売買契約書の写し
　・住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書
　・申告者名義の預金口座番号の分かるもの
　・補助金などを受けている人はその額を明らかに

することができる書類
　・住民票の写し・印鑑・筆記用具・電卓
※別途、書類が必要な場合があります。詳しくは、
お問い合わせください。

国の教育ローン
　高校・大学・専門学校などに進学または在学中の子どもが
いる家庭を対象に、国が行う公的融資制度です。
融資限度額／学生１人につき350万円
利率／年利2.35％　返済期間／15年以内
※優遇措置があります。詳しくは、お問い合わせください。
問教育ローンコールセンター　☎0570･008656

市の教育ローン
　子どもの高校・大学・専門学校などへの進学資金や、在学
資金などが必要な勤労者への教育ローン制度です。
対象／市内に住んでいる20歳以上の勤労者
融資限度額／学生１人につき200万円　利率／年利1.40％
返済期間／５年以内（在学期間中の据え置き可能）
申し込み／３月31日㈫までに、電話で静岡県労働金庫藤枝
ローンセンターへ　☎636･8800
問産業集積推進課　☎643･3244

対象／市内に住んでいるか、通勤・通学している人。市への納税義
務がある人。本事案に利害関係を有する人
意見募集期間／１月23日㈮～２月16日㈪
公表場所／各問い合わせ課・行政情報コーナー・岡部支所、文化セ
ンター、各市立公民館、市ホームページ
意見提出方法／意見書に住所・氏名・電話番号と計画に対する意見
を記入し、直接または郵送・ファクス・Ｅメール・電子申請で各
問い合わせ課へ　宛先：〒426‒8722市内岡出山1‒11‒1

第６次ふじえだ介護・福祉ぷらん21
　円滑な介護保険事業の運営と高齢者保健福祉施策の基本方針とな
る平成27年度から29年度までの３年間の計画です。
問介護福祉課　☎643･3144　 643･3506
　 kaigo＠city.fujieda.shizuoka.jp
子ども・子育て支援事業計画
　幼児期の教育・保育や地域における子育て支援施策の基本方針と
なる平成27年度から31年度までの５年間の計画です。
問児童課　☎643･3246　 643･3260
　 jido@city.fujieda.shizuoka.jp

か
わ
ら
版
で
読
み
解
く

岡
部
の
歴
史
講
座

か
わ
ら
版
に
見
立
て
た
古
文
書
資
料

を
も
と
に
岡
部
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

▼
と
き
／
２
月
７
日
㈯
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
大お

お

旅は
た
ご籠

柏か
し
ば

屋や　

▼
内
容
／
伝て

ん

馬ま

荷に

物も
つ

等と
う

定さ
だ
め

書が
き　

▼
講
師
／
池
谷
圭
次
さ
ん
（
元
岡
部

町
社
会
教
育
指
導
員
）
ほ
か　

▼
定 

員
／
20
人（
申
込
順
）　

▼
受
講
料
／ 

無
料　

▼
申
し
込
み
／
２
月
６
日
㈮

ま
で
に
、
電
話
で
大
旅
籠
柏
屋
へ

 

☎
６
６
７
・
０
０
１
８

市
藤
育
会
会
員

人
権
教
育
講
演
会

『
相
続
』
基
礎
知
識
講
座

パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
会

焼
津
さ
わ
や
か
ハ
イ
キ
ン
グ

看
護
師
な
ど
の

再
就
業
準
備
講
習
会

小
学
校
高
学
年
か
ら
の
学
習
支
援

第
３
回
パ
パ
ご
は
ん

市
の
花
『
藤
』
で
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を

一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
活
動
内
容
／
公
共
施
設
の
藤
の
管

理
、
藤
の
育
て
方
の
指
導
・
普
及
活

動
な
ど　

▼
会
費
／
無
料　

▼
申
し

込
み
／
直
接
ま
た
は
電
話
で
花
と
緑

の
課
へ 

☎
６
４
３
・
３
４
８
７

誰
も
が
幸
せ
に
自
分
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
、
互
い
を
認
め
合
い
、
支
え

合
う
こ
と
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
／
２
月
５
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
青
島

北
公
民
館　

▼
講
師
／
臼
田
恭
子
さ

ん（
元
県
人
権
啓
発
指
導
員
）　

▼
演

題
／
輝
き
生
き
る
・
人
権　

▼
定

員
／
１
０
０
人
（
申
込
順
）　

▼
参

加
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
２
月

４
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
生
涯
学
習
課
へ

 

☎
６
４
３
・
３
０
４
７

 

６
４
６
・
３
２
１
７

▼
と
き
／
２
月
９
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー　

▼
内
容
／
相
続
の

準
備
と
進
め
方
、
相
続
税
に
つ
い
て 

の
講
義　

▼
講
師
／
八
木
良
直
さ
ん

（
司
法
書
士
）、
天
野
貢
さ
ん
（
税 

理
士
）　

▼
定
員
／
60
人
（
申
込
順
）　 

▼
受
講
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／ 

１
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

へ 

☎
６
４
３
・
３
３
１
８

 

６
４
３
・
３
１
２
７

個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
か
、

通
勤
し
て
い
る
人　

▼
と
き
／
１
月

27
日
、
２
月
24
日
、
３
月
24
日　

い

ず
れ
も
火
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
藤
枝
公
民
館　

▼
参
加
料
／
各
３
０
０
円　

▼
申
し

込
み
／
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
藤
枝
公
民
館
へ

 

☎
６
４
６
・
３
２
１
１

▼
対
象
／
小
学
生
以
上
の
人　

▼
と

き
／
２
月
21
日
㈯
午
後
１
時
〜
22

日
㈰
午
後
３
時
30
分
（
１
泊
２
日
）　

▼
と
こ
ろ
／
焼
津
青
少
年
の
家
、
焼

津
市
内　

▼
内
容
／
高
草
山
ハ
イ

キ
ン
グ
、
花
沢
地
区
の
散
策
な
ど　

▼
定
員
／
50
人
（
抽
選
）　

▼
参
加

料
／
４
５
０
０
円
（
別
途
、
路
線
バ

ス
代
実
費
）　

▼
申
し
込
み
／
１
月

31
日
㈯
ま
で
に
、
電
話
で
焼
津
青
少

年
の
家
へ 

☎
６
２
４
・
４
６
７
５

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
／
看
護
師
免
許
を
持
っ
て
い

て
、
就
職
し
て
い
な
い
人　

▼
と 

き
／
２
月
４
日
㈬
〜
６
日
㈮　

午
前 

９
時
〜
午
後
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
県

看
護
協
会
会
館
（
静
岡
市
駿
河
区
）　

▼
内
容
／
最
近
の
看
護
の
動
向
、
看

護
の
基
礎
技
術
の
演
習　

▼
定

員
／
20
人
（
申
込
順
）　

▼
受
講

料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
１
月
23

日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
へ 

☎
２
０
２
・
１
７
６
１

 

２
０
２
・
１
７
６
２

shizuoka@
nurse-center.net

※
託
児
を
伴
う
参
加
へ
の
助
成
あ
り
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
で
き
る
学
習
支
援
な
ど
を
事

例
か
ら
学
び
ま
す
。

▼
対
象
／
発
達
に
課
題
を
持
つ
子
の

保
護
者
な
ど　

▼
と
き
／
２
月
26

日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
浄
化
セ
ン
タ
ー　

▼
講

師
／
浜
部
和
子
さ
ん
（
発
達
障
害

児
応
援
団
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ば
く
臨
床
発
達

心
理
士
）　

▼
定
員
／
50
人
（
申
込

順
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申
し

込
み
／
１
月
13
日
㈫
か
ら
、
電
話
で

子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

 

☎
６
４
３
・
３
３
４
３

▼
対
象
／
小
学
校
１
〜
４
年
生
の
子 

と
そ
の
父
親　

▼
と
き
／
２
月
８

日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
４
時　

▼
と
こ

ろ
／
東
海
ガ
ス
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
（
青 

木
二
）　

▼
内
容
／
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
・ 

た
ま
ご
サ
ン
ド
作
り　

▼
定
員
／
各

８
組
16
人（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／ 

５
０
０
円　

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ

ン
、
タ
オ
ル
、
三
角
巾　

▼
申
し
込

み
／
１
月
13
日
㈫
か
ら
、
電
話
で
男

女
共
同
参
画
課
へ

 

☎
６
４
３
・
３
１
９
８

▼
対
象
／
60
歳
以
上
の
人　

▼
と

き
／
１
月
28
日
㈬
、
２
月
25
日
㈬
午

前
９
時
30
分
〜
11
月
30
分　

▼
と
こ

ろ
／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
藤
美
園　

▼
参
加
料
／
無
料　

※
直
接
会
場
へ

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
藤
美
園

 

☎
６
４
３
・
９
６
５
５

催

し

▼
と
き
／
１
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
文
学

館
講
座
学
習
室　

▼
内
容
／
「
幸
せ

を
く
れ
た
い
ぼ
地
蔵
さ
ん
」「
上
当

間
川
」　

▼
定
員
／
50
人
（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
１
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）　

▼
申
し
込
み
／
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
郷
土
博
物
館
・
文

学
館
へ 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

 

６
４
４
・
８
５
１
４

当
事
者
の
体
験
発
表
を
も
と
に
、
精

神
に
障
害
を
抱
え
る
人
の
生
活
や
支

援
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

▼
と
き
／
２
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー　

▼
定
員
／
３
８
０

人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
／
無
料

※
直
接
会
場
へ

問
自
立
支
援
課

 

☎
６
４
３
・
３
１
４
９

朗
読
劇
に
よ
る
郷
土
の
伝
説
め
ぐ
り

精
神
保
健
福
祉
公
開
セ
ミ
ナ
ー

大
正
琴
を
習
い
ま
せ
ん
か

▼
と
き
／
１
月
24
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
藤
枝
駅
前

商
店
街　

▼
内
容
／
プ
ロ
フ
ッ
ト

バ
ッ
グ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
体
験
会
、

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
大
会
、
模
擬
店
な
ど

※
直
接
会
場
へ

ド
リ
ブ
ル
対
決
出
場
者
募
集

▼
と
き
／
１
月
24
日
㈯
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時　

▼
部
門
／
親

子
…
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
こ

ど
も
…
小
学
生
、
な
で
し
こ
…
小
・

中
学
生
女
子　

▼
定
員
／
各
15
人

（
組
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申
し

込
み
／
１
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

で
藤
枝
駅
前
商
店
街
振
興
組
合
へ

 

☎
６
４
１
・
０
７
０
７

駅
北
フ
ェ
ス
タ
サ
ッ
カ
ー
イ
ベ
ン
ト



市民文化祭展示審査部門入賞者
昨年９月末から11月にかけて開催した市民文化祭には、多数の作品が寄せられました。市長賞・教育長賞・実行委
員長賞に選ばれた皆さんを紹介します（敬称略）。 問街道・文化課　☎643･3036

書
道

【
市
長
賞
】

　

大お
お

木ぎ

麗れ
い

泉せ
ん

（
前
島
三
）

【
教
育
長
賞
】

　

横
山
渓け

い

彩さ
い

（
旭
が
丘
）

【
実
行
委
員
長
賞
】

　

鈴
木
洸こ

う

香か

（
五
十
海
二
）

【
市
長
賞
】

　

岩
本
喜き

六ろ
く

（
島
田
市
）

【
教
育
長
賞
】

　

横
山
武
志
（
旭
が
丘
）

【
実
行
委
員
長
賞
】

　

石
川
久
雄
（
音
羽
町
三
）

手
工
芸

俳
句

【
教
育
長
賞
】

　

増
田
弘
子
（
小
石
川
町
三
）

【
実
行
委
員
長
賞
】

　

藤
田
道み

ち

直な
お

（
水
守
）

【
市
長
賞
】

　

大
石
礼
子
（
岡
部
町
新
舟
）

【教育長賞】杉田昭
あき

子
こ

（藤岡二）
【実行委員長賞】杉山由美子（築地）

【教育長賞】前田光男（岡部町岡部）
【実行委員長賞】萩原三枝子（仮宿）

【市長賞】
　青木喜男（平島）

【市長賞】
　松谷和子（岡部町三輪）

【教育長賞】田中克彦（焼津市）　【実行委員長賞】石川久子（天王町二）

「秋の夕映え」

「草原と風と」

「
あ
し
た
天
気
に
な
ー
れ
」

「月の砂漠」

川
柳

【
教
育
長
賞
】

　

杉
山
美
恵
子
（
大
手
一
）

【
実
行
委
員
長
賞
】

　

小
澤
惠
津
子
（
藤
枝
四
）

※
市
長
賞
は
該
当
な
し
。

【
市
長
賞
】

　

井
上
み
な
（
平
島
）

落
ち
込
む
と男

仏
の
水
を
替
へ

【
市
長
賞
】

　

滝
井
義
和
（
本
郷
）

【
教
育
長
賞
】

　

渡
辺
か
ね
子
（
瀬
古
一
）

【
実
行
委
員
長
賞
】

　

山
田
セ
ツ
（
大
洲
一
）

「
初
秋
の
蓮
池
」

絵
画

写
真

造形

立体書画

短
歌

【
市
長
賞
】

　

松
本
き
く
子
（
高
柳
四
）

朝
顔
の
尽
く
し
て
朽
ち
る

こ
れ
も
ま
た
別
れ
の
ひ
と
つ

そ
こ
は
か
と
秋

【
教
育
長
賞
】

　

白
鳥
照
代
（
瀬
古
三
）

【
実
行
委
員
長
賞
】

　

小
野
田
奈
緒
（
高
柳
三
）

広
報
ふ
じ
え
だ
　
１
月
５
日
号
　
2015　

N
o.1166

発
行

・
編

集
／

藤
枝

市
 市

長
公

室
 広

報
課

 ☎
643･3108

〒
426-8722 静

岡
県

藤
枝

市
岡

出
山

一
丁

目
11番

1号
編

集
協

力
・

印
刷

／
㈱

共
立

ア
イ

コ
ム

　
再

生
紙

使
用

藤
枝
市
役
所
　
☎
054･643･3111㈹

　
054･643･3604

http://w
w

w
.city.fujieda.shizuoka.jp/

info@
city.fujieda.shizuoka.jp


	01
	02_03
	04_05
	06_07
	08_09
	10_11
	12

